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区　　分

死亡事故件数

令和 元 年 平成３０年 増減数

74件 82件 -8件

(参考)　『令和元年中の交通死亡事故発生状況（暫定値）』
【三重県警察本部交通部交通企画課　令和２年１月６日報道発表】

-9.8％
-13.8％死　　者　　数 75人 87人 -12人

～　死者数が昭和２９年以降過去最少に　～
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交通事故死者数の推移（昭和29年～令和元年）

交通死亡事故の特徴

● 高齢者の死者数は４２人（構成率５６．０％）で、前年と比べ１５人減少しました。
（前年５７人、構成率６５．５％）

● 自動車乗車中～１７人、二輪車乗車中～４人、自転車乗用中～４人、歩行中～１７人

高齢者が５割を超える。

交通弱者（歩行中・自転車乗用中）が４割を占める。

シートベルト非着用者が約６割を占める。

● 交通弱者の死者数は３０人（構成率４０．０％）で、前年と比べて９人減少しました。
（前年３９人、構成率４４．８％）

● 歩行中～２４人（前年比－１人）、自転車乗用中～６人（前年比－８人）

● 原付以上第１当事者の事故６５件中、飲酒運転は２件（構成率３．１％）で前年と比
べて１件減少しました。
（前年７４件中３件、構成率４．１％）

飲酒運転の根絶に至らない。

● 自動車乗車中の死者２９人中、シートベルト非着用者は１７人（構成率５８．６％）
で、シートベルトを着用していれば助かった死者は１２人と推定されます。
（前年は死者３５人中、シートベルト非着用者は１９人、構成率５４．３％）

令 和 ２ 年 １ 月 ６ 日

三 重 県 警 察


